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四季想「晚春」………………………………………… 1
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アフター・サバ缶

08年頃から製造量が増加し，売上も伸びて人気が出始めて
いたサバ缶について，消費者購入状況調査データ，テレビ
番組での取り上げられ状況，インターネットでの記事数の
動向等から，ブームの背景，現状，これからの可能性につ
いて考察する．
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企業最前線～経営者に聞く～83

 
 

1986年からたけのこ水煮缶詰の生産を開始し，一時期，中
国産たけのこ水煮缶詰のリパック生産主体となるも，現在
の主要商材は国産たけのこ水煮製品である．農産物生産者
との取引の関係から，惣菜レトルト食品に注力しているほ
か，ベトナムを皮切りに海外事業の展開を図っている．

株式会社主計物産

………………………………

黒川勇人

…………………………………………

本誌各月号に掲載している缶詰，びん詰，レトルト食品全
国販売データの水産缶詰（マグロ・カツオ以外），マグロ・
カツオ缶詰等の各分類について，株式会社KSP-SPのPOS
データによる2019年2月から2020年1月までの各月の売
上金額前年同月比の推移を紹介する．
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缶詰等の売上金額動向
……………… 日本缶詰びん詰レトルト食品協会

　ーPOSデータからみる売上前年同月比ー

17…………………ニュースファイル（2020年２月）
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❖ 放射路
食品・流通

もう町から「本屋さん」が消えて久しい．電車の中で左右
を見ると7割方はスマホである．これで今後，環境問題や
国際緊張の世界に日本を導いて行く人材が育つのだろうか．
想像力，対話力は，過去から学んで育つ．取材メモ（捕物
控）から有用そうなネタを探して提供する．
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缶詰見聞・体感録　第108号
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